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図 1 地域福祉論の 4 つの志向軸 
 
出典：岡本栄一. (2002). 場⁻主体の地域福祉論 . 地域福祉研究 No30 , ページ 11 
 
























































































































る。前者は 38.9％から 51.8％に、後者は 17.7％から 27.8％に、それぞれ上昇している。








































































































































































 課題 1から 3は以下の図で示したような流れになる。 
 






























































ふれながら、日本学術会議 [科学者コミュニティと知の統合委員会, 2007] [運営審議会附






































































































































































































































要があるというのがドゥルーズの考え方である [ジル・ドゥルーズ、財津理訳, 2007]。 
ドゥルーズは「本書（差異と反復）で論じられている主題は、明らかに、時代の雰囲気










































が出来上がっていてこそ、…施設と良好な循環ができるといえる」 [白澤政和, 2011, ペ
ージ: 4]とし、「ソーシャルワーク（プラクティス）」、「機関・施設（システム）」、「循環（差
異、反復・再帰性）」の重要性を提示している。白澤は「ケアマネジメントは、『システム』











































































手として」 [厚生労働省社会・援護局, 2008, ページ: 12]と盛り込み、「協働」の意味は
「地域における多様な生活課題に応えるために、公的サービスの運用弾力化等を通じて、
住民の地域福祉活動と公的な福祉サービスとのつながりをよくしていく」 [厚生労働省社












































































































真司, 1989, ページ: 102]。13パーソンズは「服従蓋然性が社会的に上昇した権力『が可能
にするもの』に着目し、それを資源配分機能に準拠して把握した [宮台真司, 1989, ペー
ジ: 102]。14ルーマンは「服従蓋然性が社会的に上昇した権力『を可能にするもの／が可能
にするもの』の双方に言及しようとした」 [宮台真司, 1989, ページ: 102‐103]。15 
 権力論は様々な思考と伝統があり、理論もリゾーム的である。同じ方向に理論化するの
は困難な作業である。しかし、フーコーの権力論により、注目され、研究も活発になり、






ることを主張した」 [片瀬一男, 1998, ページ: 134]。 
12 ダールはハンターの「権力エリート論」に対して「『多元的権力論』を提唱し、地域の決
























































































































































































































[上野千鶴子, 2011, ページ: 36‐37]と述べる。 
 上野は、メアリーデイリーが編集した ILO 刊行の『Care Work（Daly2001）』における定
義に同意する。その定義は「依存的な存在である成人または子どもの身体的かつ情緒的な
要求を、それが担われ、遂行される規範的・経済的・社会的枠組のもとにおいて、満たす













































in its own right）ことを体験する」 [ミルトン・メイヤロフ、田村真・向野宣之訳, 1971
＝2001, ページ: 19⁻20]と述べている。メイヤロフの原著の中で to be itself と actualize 







































































































































































版:1974 年）, ページ: 63]という説明があるように、それぞれの６つの表象の持つ命題が
地域福祉の実践において、「と」という接続助詞を用いることによって、表象は動的に生成





















































































る [ジル・ドゥルーズ、平井啓之訳, 2000, ページ: 11]。 
「他者への理解」が「差異への理解」ではない。内在的差異、外在的差異の認識にとど
まらず、内的差異との関係性について把握しておく必要性がある。Aと Aがあり、この二つ
の A の概念は共有しながらも、二つの A は異なる存在である（外在的差異）。A と A の大き
さや色、質感、位置などの違いは概念的な差異である（内在的差異）。このように概念的に
置き換えるも、現実的な違いが存在する。外在的差異（対象・実在）と内在的差異（思考・










































































































































まざまな側面から自立をとらえる必要があると指摘している [大橋謙策, 2000, ページ: 
20‐21]。1990年以前の地域福祉の研究方法論はコミュニティオーガニゼーションという見
方が強かった。岡村重夫は、地域福祉は地域組織化だけにとどまらず、現実の住民の生活





















めの地域福祉のあり方を検討することが緊要な課題となっている･･･ [厚生労働省社会・援護局, 2008] 
 
保護から自立への転換は、専門職養成のカリキュラムの中からもうかがうことができる。














































問題として捉えられない危険性は指摘できるが、イギリスの M・ベイリーのいう care in the 
46 
 
community から care by the community に、そして広井のいうコミュニティづくりのため




















































































生活要求を充足させるための組織体」 [岡村重夫, 1974, ページ: 88]である。岡村は「福
祉コミュニティ」の機能は「運動、交渉、参画」 [岡村重夫, 1974, ページ: 97]であると
し、つまり、①対象者の参加、②情報活動、③地域福祉計画の立案、④コミュニケーショ
ン、⑤社会福祉サービスの新設・運営である。これに対して、大橋は、一般コミュニティ














田紀久恵, 1993, ページ: 7-8]と述べた。そして、「地域福祉を単に在宅福祉（在宅援助の
実践体系）と短絡的捉えるのではなく、地方自治のあり方と連動させ、分権的社会福祉シ
ステム創造の一環として位置づけるところに、新たな社会福祉としての地域福祉のもう一

























































































る [E.フッサール、細谷恒夫、木田元訳, 1995, ページ: 229]と述べ、現象学のモノロー
グ的な思想の特徴を強調している。奥村によれば、フッサールによって用いられた「生活
世界」の概念は主観自体を問い直す意図が込められたものであった [奥村隆, 1989, ペー
ジ: 39（4）]。しかし、今回取り上げるハーバーマスの考える「生活世界」の概念は、現
象学的なイデアリズム（観念論）的なものではなく、間主観的に構成されるものである [永



































































































































コーザー、高橋徹訳, 1970, ページ: 22]。十八世紀のフランス革命に影響を与えた啓蒙思
想家たちが多く集まったカフェ16と比較して、小林は、コーヒーハウスで行われた談義や世
間話は近代市民社会を支える世論を形成する重要な空間となり、イギリス民主主義の基盤
としても機能したと述べている [小林章夫, 1984, ページ: 262-263]。そして、コーヒー
ハウスは、表向き全ての人間に開かれた自由な理想世界で、近代的「公衆」はここに誕生



























































































































地域福祉計画に取り組んでいる。一方では、2015 年 3 月時点、全 1,741 市町村の中で「策








































































策、宮城孝、原田正樹, 2001, ページ: 203]。宮城は計画策定及び進行過程のコンサルテ





























































































































































協議会編, 1979, ページ: 28]と述べた。1981年には国際障害者年のテーマである「完全参
加と平等」の考え方からノーマライゼーションの理念の普及に努めた。1970 年代後半から
経済成長の低下に伴い財政状態が厳しくなり、福祉行政は地方公共団体へ移行し、地方公
































































社会を基盤とした福祉（地域福祉）の推進に努める必要がある」 [社会保障審議会福祉部会, 2002] 







































































































生活を支えている」 [三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社, 2013, ページ: 2]
システムである。その関係は「植木鉢」に例えられている。 
図 3 地域包括ケアシステム 
 





として『住まい』と『生活支援・福祉サービス』の整備があること」 [三菱 UFJ リサーチ












































































く不明瞭になる」 [西村ユミ, 2001, ページ: 177]とし、「『触れること』と『触れられる
こと』が区別できないような場合における経験」 [西村ユミ, 2001, ページ: 177]におい
て「間身体性」が成り立つ。「手の接触面を軸に、両者＜身体＞が力動的相互反転」 [西村

























































これに適応されられる」 [委員長:清水馨八郎, 1969, ページ: 155]ようになった。そして、
コミュニティの中で「人対人のつながりがきわめて微弱にしか存在しない社会における個
人については、無拘束性の反面としての孤立感が深まり、個人の力では処理出来ない問題









































ことを示している。」 [内閣府, 2007, ページ: 77]そして「近年においてもその流れは止
























 地域での付き合いの程度に関して 1975年には 52.8％が「親しく付き合っている」と答え
たが、1997 年には 42.3％まで減少している。そして 1975 年には 11.8％が「あまりつき合
っていない」と答えたが、1997 年には 16.7％まで上昇している。さらに、「つき合いをし
ていない」に関しては 1.8％から 5.3％まで上昇している。2000 年と 2007 年に実施した調
査からも同様な結果がうかがえる。2000 年には隣近所の人と「良く行き来している」また



































































































こと」 [ジルドゥルーズ、フェリックスガタリ、宇野邦一他訳, 1994, ページ: 25]である。
「地図が複写に対立するには、それがすべて、現実とじかにつながった実験の方へ向いて
いる」 [ジルドゥルーズ、フェリックスガタリ、宇野邦一他訳, 1994, ページ: 25]。そし
て「地図は自己に閉じこもった無意識を複製するのではなく、無意識を構築」 [ジルドゥ
ルーズ、フェリックスガタリ、宇野邦一他訳, 1994, ページ: 25]し、「諸分野の接続に向
かい、器官なき身体の封鎖解除に、それらの器官なき身体を存立平面状へと最大限に開く





































































ーズを捉えるか」 [岡田進一, 2011, ページ: 394]とケアマネジメントにおいて生活ニー
ズの中核においている。そして、「身体的機能状況」、「精神的機能状況」、「社会環境状況が



















浩司、原和之訳, 2004, ページ: 290-293]。自己を統治し、自己の美学と倫理を構成する
ことは自己に可能性が潜在し、自己は生成変化するのであろうと思う。そして「自己への














































































第五章  終章 
 























































































訳, 1993, ページ: 391]として捉えている。アンソニー・ギデンズは「近代的制度の本質
は、抽象的システムに対する信頼メカニズムと、とりわけ専門家システムに対する信頼と
























































































































                                                                                                                                                     
信頼の成立・継続・撤回を決定する上で準拠システムに残された選択の余地はわずかとな
り、信頼をコントロールすることはかえって困難になっている。システム信頼は、自動的
な学習をつうじて不可避的に形成される［ニクラス・ルーマン, 1990, ページ:247-248］。 



























第 2 分科会（サービス保障（医療・介護・福祉）中間とりまとめ）」45（2008 年）、『地域包
括ケア研究会報告書』46（2009年）において指摘されている。 















































































































［ドゥルーズ、財津理訳, 2000, ページ:26-27］ 
（傍点は筆者） 
 































































































ィを創設していくのであろう [宇野邦一, 2001, ページ: 36、94-112] [ジル・ドゥルーズ、
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終わりに 
 
本論文は筆者が東北福祉大学大学院総合福祉学研究科社会福祉学専攻博士課程の研究成
果をまとめたものである。同専攻教授渡辺信英先生、大橋謙策先生には指導教員として本
研究に取り組む機会を与えていただき、その遂行にあたって終始ご指導をいただいた。渡
辺信英先生には大学時代のゼミの指導教員から始まり、大学院修士・博士時代の指導教員
と長きにわたり、ご指導をいただいた。古典を使い原理論研究をしたいという思いをもっ
たのは渡辺先生が大学院で行った授業を受講したときである。ここに特別の感謝の意を申
し上げたい。大学院進学後、大橋謙策先生の講義を受講し、地域福祉を深く学びたいとい
う思いを抱いた。大橋先生の指導は筆者の大学院進学後の研究テーマを決める契機となっ
た。更に大橋先生の講義において、多くの大学院生、他大学の教員、現場の職員等と議論
するチャンスもいただいた。ここに深く感謝の意を申し上げたい。 
 学位論文審査において、貴重なご指導とご助言をいただいた同専攻教授根岸直樹先生、
桜美林大学大学院教授白澤政和先生に心より感謝申し上げたい。 
 
 
